
TOP項目

■自治体概要

■本ワークシートの公開について
※本ページは公開対象です。2ページ目以降の扱いについて、下記からお選び下さい。

■TOP項目
（? 自動計算されます。手書きで記入される場合には、計算方法についてマニュアルをご参照下さい）

１　資源化率は何％ですか？

÷ ＝

※総資源化量には、集団回収なども含みます。
２　自治体の資源化ｔあたり単価はいくらですか？

÷ ＝

※自治体の資源化量には、集団回収を含みません。
３　容器(容リ法対象全容器)リサイクルの自治体負担割合は何％ですか？

＋ ＝

■住民一人あたりの指標
（? 自動計算されます。手書きで記入される場合には、計算方法についてマニュアルをご参照下さい）

・家庭系ごみ・資源の排出原単位合計

・事業系ごみ・持込を含む総排出原単位合計

〒

g/人日

世帯世帯数[F]

(B)事業者負担割合(%) 合計

g/人日

100.0% 100%

[T3]自治体負担割合(%)

[R]　総資源化量(t) [Wa]  総排出量(t) [T1] 総資源化率(%)

FAX電話

2003年10月1日人口・世帯数

所在地

電子メールアドレス

担当部署

人人口[P]

廃棄物会計ワークシート　2003(平成15）年度版

都道府県

[R1] 自治体の資源化量(t) [T2] 資源化単価（円／ｔ）

記入者名

電話・FAX

[Ar] 自治体資源化費（円）

自治体名・一部事務組合名

（一部事務組合の場合構成市町村）

選択肢
公開可 事前連絡が必要 公開不可 未定 無回答

（事前連絡不要）

 [w 1 ]

 [w ]

TOPページ
このページは公開対象となります。

「■自治体概要」と「■本ワークシートの公開について」をお答えください。
「■TOP項目」と「■住民1人あたりの指標」は自動計算されます。

広域用サブシート・指標①～③の公開も可能
12枚のWSに加え、新たに追加された指標ページ等の
公開も可能な場合はチェックを付けてください。



ワークシートNo.2

1.      ごみ・資源物の物流構造
1.1          2003年度（平成15年度）の排出から処分までの概要

(1)排出～収集運搬量（t/年）

）

）

(2)中間処理量（t/年） (3)最終処分量(t/年)

(4)資源化量（t/年) (5)その他公共関与による資源化量(t/年)
? 詳細は次の１．１にご記入ください。 ? 詳細は４．２（ワークシートNo.10）にご記入ください。

1.2          資源化の詳細
(1)資源物の分別区分別の収集実績

資源物分別区分1
（ ）
資源物分別区分2
（ ）
資源物分別区分3
（ ）
資源物分別区分4
（ ）
資源物分別区分5
（ ）
資源物分別区分6
（ ）
資源物分別区分7
（ ）

⇒この表は次ページに続きます。

焼却残渣等
埋立処分量

焼却灰

溶融スラグ

その他の公共関与資源化量

総資源化量

資源物の
分別区分名称

（）内にご記入ください

収集実績
（t/年）

含まれる資源物にチェックを入れて下さい
古
布

（
古
繊
維

）

生
ご
み

そ
の
他
紙
容
器

有
害
物
質

そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

紙
パ
ッ
ク

ダ
ン
ボ
ー
ル

古
紙

ス
チ
ー
ル
缶

ア
ル
ミ
缶

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

そ
の
他
プ
ラ
容
器

ガ
ラ
ス
無
色

ガ
ラ
ス
茶

ガ
ラ
ス
他

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん

合　　　計 合　　　計
ごみ処理施設からの資源化量

資源物収集からの資源化量
（残さを除く） 集団回収量

合　　　計
合　　　計 不燃ごみ埋立処分量

可燃ごみなどの焼却処理量

不燃・粗大ごみ破砕処理量

公共収集量

その他の区分2（

その他の区分1（

危険有害ごみ

粗大ごみ

資源物

不燃ごみ

区分 家庭系ごみ収集量
（家庭系持込量も含む）

事業系ごみ収集量
（許可業者、持込） 合　　　計

可燃ごみ

 [W1]  [W2]  [W]

 [ I ]

 [L]

 [R1]  [R2]

 [ I ]

 [R=R1+R2]



ワークシートNo.3

資源物分別区分8
（ ）
資源物分別区分9
（ ）
資源物分別区分10
（ ）

(2)プラスチック類について
①プラスチック製容器包装の分別収集を行っている場合、その対象は何ですか？

②容器包装リサイクル法の分別収集以外のプラスチック類の処理方法を下記から選んでください。

(3)品目別の資源化量 （? 斜体数字は自動計算されますが、内訳が分からない場合直接入力も可能です）

その他（ ）

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

選別残渣量

(0.0) (0.0)(0.0)

合計（下段カッコ内は、確認用
の表1．1の数値です。）

0.00.0 0.0

溶融スラグ

生ごみ

有害物質

0.0

0.0

古紙

古布（古繊維） 0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

ダンボール 0.0

古紙類合計 0.0 0.0 0.0

0.0

プラスチック類

紙パック（単独でわかる場合
のみ） 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

その他紙容器（単独でわか
る場合のみ） 0.0

その他プラ容器 0.0

0.0 0.0

アルミ缶

その他金属類

ＰＥＴボトル

0.0

金属缶類合計 0.0 0.0

スチール缶 0.0

ガラスびん合計

0.0 0.0

0.0

0.0

ガラス無色

総資源化量
(t)

資源ごみからの
資源化量(t)

ごみ処理施設
での資源化(t)

公共資源化
合計(t)

集団回収等に
よる資源化(t)

0.0 0.0 0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0ガラス茶

ガラス他

0.0

リターナブルびん 0.0 0.0

0.0

ガ
ラ
ス
他

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん

0.0

0.0

0.0

そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

紙
パ
ッ
ク

ダ
ン
ボ
ー
ル

古
紙

古
布

（
古
繊
維

）

生
ご
み

そ
の
他
紙
容
器

有
害
物
質

ス
チ
ー
ル
缶

ア
ル
ミ
缶

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

そ
の
他
プ
ラ
容
器

ガ
ラ
ス
無
色

ガ
ラ
ス
茶

資源物の
分別区分名称

（）内にご記入ください

収集実績
（t/年）

含まれる資源物にチェックを入れて下さい

左の内、指定
法人引渡量(t)

0.0

0.0 0.0

(0.0) (0.0)

0.0

 [R1]  [R2]  [R]

 [r i]

プラスチック製容器包装全て 白色トレイのみ その他（硬質系に限定、等） 分別収集していない

主に可燃ごみとして焼却 主に不燃ごみとして埋立 不燃ごみ・プラスチック類として収集し、焼却処理

RDF化を実施 その他
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2. 行政のごみ処理・リサイクル体制
2.1???事業主体

事業区分ごとに事業主体にチェックを入れて下さい。

2.2   収集運搬車両体制
収集運搬車両体制ごとの車両種類別台数（計画(配車)台数）・乗車人員等をご記入下さい。
※「収集運搬車両体制」の定義についてはマニュアルをご覧下さい。

台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台
台 台

2.3　中間処理・最終処分体制
中間処理施設・最終処分場の概要をご記入下さい。

年度

年度

年度

年度

年度

年度

年度

年度

年度

1 年度

2 年度

3 年度

4 年度

5 年度

年度

年度

年度

選択してくださいt/日 選択してください

その他 人/台

車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ

5 その他 人/台 10

人/台
4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台
その他パッカー 人/台
平ボディ車 人/台

車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台
4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台
その他パッカー 人/台
平ボディ車 人/台

資
源
化

施
設

最終処分
場

t/日

選択してください 選択してくださいm3
選択してください 選択してくださいm3
選択してください 選択してくださいm3

t/日
選択してくださいt/日

選択してください 選択してください
選択してください
選択してください 選択してくださいt/日

選択してくださいt/日
選択してください 選択してくださいt/日
選択してください

選択してください 選択してくださいt/日

施設種類 名　　称

焼却施設

稼働開始年度
（西暦）

その他 人/台

選択してください 選択してくださいt/日
選択してください 選択してください

処理能力 設置・運営主体 処理方式

その他パッカー 人/台
平ボディ車 人/台 平ボディ車 人/台

その他 人/台
車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台 車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台
4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ

3 その他 人/台 8
平ボディ車 人/台 平ボディ車 人/台

4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台
その他パッカー 人/台 その他パッカー 人/台

人/台

人/台 7 その他 人/台

人/台 車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ

人/台 その他パッカー
人/台 平ボディ車

人/台 4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ

乗車人員 直営・委託

車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台
4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台
その他パッカー 人/台

車
両
体
制

その他

台数車両種類 台数体制 体制 車両種類

平ボディ車
6 その他

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ
4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ
その他パッカー

人/台
人/台
人/台

平ボディ車

人/台

人/台

人/台
人/台
人/台

人/台
人/台

人/台

1
車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ

4 その他

その他パッカー
平ボディ車

4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ

2 その他

選択してくださいt/日

人/台 4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ

人/台 9

その他パッカー 人/台

選択してくださいt/日

車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ 人/台 車
両
体
制

2tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ
4tﾊﾟｯｶｰ･ﾌﾟﾚｽ

選択してください

不燃・粗
大ごみ処
理施設

人/台
人/台

選択してください
選択してください 選択してくださいt/日
選択してください 選択してくださいt/日
選択してください 選択してくださいt/日

事業主体

備 考

乗車人員 直営・委託

収集運搬 選別等中間処理
事業区分

ごみ処理事業 資源化事業
収集運搬 中間処理 最終処分

自治体単独

一部事務組合

自治体単独

一部事務組合

自治体単独

一部事務組合

自治体単独

一部事務組合

自治体単独

一部事務組合

直営

委託
他

直営

委託
他

直営

委託
他

直営

委託
他

直営

委託
他

直営

委託
他

直営

委託
他

直営

委託
他

直営

委託
他

直営

委託
他
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2.4　収集車両体制別の収集形態と年間総回転数（トリップ数）

右欄の
単位の
選択
↓

可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

粗
大
ご
み

そ
の
他
１

そ
の
他
２

資
源
物
区

分
１

資
源
物
区

分
２

資
源
物
区

分
３

資
源
物
区

分
４

資
源
物
区

分
５

資
源
物
区

分
６

資
源
物
区

分
７

資
源
物
区

分
８

資
源
物
区

分
９

資
源
物
区

分
⑩

合
計

（
自

動
計
算

）

車両体制１

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制２

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制３

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制４

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制５

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制６

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制７

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制８

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制９

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年

車両体制10

- 箇所 世帯／箇所 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 日／年
①

回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年 回／年
■各分別区分の年間車両稼働日数と車両台数をご記入ください。

②
③
④ - - - - - - - - - - - - - - -車両1台1日あたり回転数（回／台／日）

分別区分ごとの計画（配車）車両台数（台）
年間車両稼働日数（日／年）

合　計

年
間
稼
働

日
数車

両
体
制

収
集
方
式

ｽﾃｰｼｮﾝ
/各戸/
拠点数

集積所
あたり世
帯数（自
動計算）

[ m ij  ] 分別区分別の年間延べ回転数（トリップ数）の全車両合計。※記録がない場合、年間運搬日数をご記入下さい。

ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等
ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等
ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等

ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等
ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等
ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等
ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等
ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等

ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等
ｽﾃｰｼｮﾝ
戸別収集
拠点等

回/年

日/年
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3.　ごみ処理・資源化費用

3.1　2003年度の費用総額の計算
2003年度のごみ処理・資源化費用の総額を算出します。（集団回収に関する費用は除きます）

(1)ステップ1：決算書から

(2)ステップ２：減価償却費の算出

(3)ステップ３：2003年度のごみ処理・資源化費用総額

3.2　ごみ処理・資源化の部門別原価の計算

主たる費目 直接費 減価償却費 間接費 合計

＋ ＋ ＝

＋ ＋ ＝

＋ ＋ ＝

＋ ＋ ＝

＋ ＋ ＝

＋ ＋ ＝

ごみ収集・搬入量(t) 単価(円／ｔ) 一人あたり経費(円／人)

ごみ処理経費計

資源選別施設等

最終処分場

合　　　　計

10%

円 30 年

円

収集車両、その他収集設備
中
間
処
理

ごみ焼却施設

不燃・粗大ごみ処理施設等

10% 円

円

円 円

円 10 年

円 円

円

円

円

円

円

円

円

残存
簿価
割合

（設定値）

建設費・購入費総額
（維持管理の範囲を超え
る改造費も含む。国庫補

助金も含む）
※土地代は含みません

耐用年数
・焼却施設15～25年

・粗大ごみ処理施設・リ
サイクル施設7～15年
・収集車両7年前後

管理人件費、広報費など
作業員人件費、燃料代、補修費、
委託費、組合負担金など

施設整備費、車両購入費、施設改
造費など1年を超えて使用するもの

円

資産品目

減価償却費 [G]
左欄から自動計算され
ます。独自に計算をさ
れている場合は、直接

入力して下さい。

間接費用の総額　[K] 直接費用の総額  [C] 設備投資  [S]

7 年 10%

20 年 10%

間接費総額 [K] 直接費総額 [C] 減価償却費 [G]

一人あたり経費(円／人)

単価(円／ｔ)

全　合　計

資源化費

資源化量(t) 一人あたり経費(円／人)

一人あたり経費(円／人)

最終処分経費

最終処分量(t) 単価(円／ｔ)

中間処理量(t) 単価(円／ｔ)

ごみ処理経費
（焼却等中間処理）

k=K/A

※本シートは次ページ以降の記入により自動計算されます（紙の場合はマニュアルに基づき計算し記入して
下さい）

ごみ収集経費

10 年 10%

費用合計 [A] 間接費比率(%) [k]

円 円

 [K] [C]  [G]  [A]



ワークシートNo.7
3.3  ごみ・資源物の分別区分ごとの収集運搬費用の算出
(1)収集車両体制（2.3参照）別費用の算出

可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

粗
大
ご
み

そ
の
他
１

そ
の
他
２

資
源
物
区
分
１

資
源
物
区
分
２

資
源
物
区
分
３

資
源
物
区
分
４

資
源
物
区
分
５

資
源
物
区
分
６

資
源
物
区
分
７

資
源
物
区
分
８

資
源
物
区
分
９

資
源
物
区
分
⑩

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

(2)分別区分ごとの収集運搬費用の算出（自動算出）

10 円

9 円

合計 円 円 円円

[ xij ] 按分比率（右から計算方法を選択して下さい）

円円 円

円 円 円

円

ご
み
収
集
費
用

資
源
物
収
集
費
用

円

円
円
円

円
円
円
円

円

円
円
円
円

収集費用 [ Mxj]
円
円
円

資源物区分7
資源物区分8
資源物区分9
資源物区分10

資源物区分3
資源物区分4
資源物区分5
資源物区分6

その他１

その他2
資源物区分1
資源物区分2

分別区分
可燃ごみ
不燃ごみ
粗大ごみ

直接費 減価償却費 間接費 収集費用合計

8 円

7 円

6 円

5 円

合計

1 円

車
両
体
制
Ｎ
ｏ

直接費 減価償却費

間接費（下か
ら計算方法を選
択して下さい）

2 円

3 円

4 円

直接入力

間接費比率

直接入力 2.4表の回転数(稼働日数)比率をそのまま使う

 [Cw1]  [Gw1]  [Kw1]  [Aw1]

 [Cr1]  [Gr1]  [Kr1]  [Ar1]
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3.4　資源物の品目別に費用を按分するための按分比率の記入欄 ※品目別の按分方法についてはマニュアル、及び 資源物のかさ比重 のシートをご覧下さい。

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

その他1 ［ ］

その他2 ［ ］

資源物区分1 ［ ］

資源物区分2 ［ ］

資源物区分3 ［ ］

資源物区分4 ［ ］

資源物区分5 ［ ］

資源物区分6 ［ ］

資源物区分7 ［ ］

資源物区分8 ［ ］

資源物区分9 ［ ］
資源物区分10 ［ ］

［ ］
［ ］
［ ］
［ ］
［ ］

0%

施
設

資源化施設1

資源化施設2

資源化施設3

資源化施設4
0.0%

0%
0.0% 0.0%

0.0%

0%

0.0% 0.0%

不燃・粗大ごみ処理施設

0.0%

0.0%

按分比率(%)

[ yij ] 収集運搬部門　　容積按分をしてください。やむを得ず重量按分を行った場合は、右にチェックして下さい。

[ zij ] 中間処理・資源化部門　　按分の方法を右から選んでください（複数可）

資源化施設5

0.0%

焼却施設

ご
み
収
集

0.0%0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%0.0%0.0%

0.0%0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

ガ
ラ
ス
び
ん
合
計

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

合
　
　
計

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%0.0%

0.0%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%

0%

0%

0%

0%

0.0%

0%

0%

0%0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

資
源
物
収
集

0%
0%
0%

0%

収集・処理の区分

そ
の
他
紙
容
器

ス
チ
ー
ル
缶

ア
ル
ミ
缶

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

そ
の
他
プ
ラ
容
器

そ
の
他
金
属
類

有
害
物
質

そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

紙
パ
ッ
ク

ダ
ン
ボ
ー
ル

古
紙

古
布

（
古
繊
維

）

生
ご
み

古
紙
類
合
計

溶
融
ス
ラ
グ

ガ
ラ
ス
無
色

ガ
ラ
ス
茶

ガ
ラ
ス
他

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん

金
属
缶
合
計

資
源
物
以
外
の
ご

み
・
残
渣

0.0% 0.0%

資源物容積資源物重量 作業員人数 施設面積 施設の稼働量

資源物の重量按分を行った

施設維持管理費
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3.5　中間処理費用の算出（一部事務組合で実施の場合、末尾のサブシート記入もご協力願います）
 施設別に費用をご記入ください  ※ここでは売却益を含みません。

資源化施設
]
]
]
]
]

3.6　品目別の費用、および容器包装リサイクル法対象品目の負担割合（売却益を入力してください）

ガラスびん合計

　■ガラス無色

　■ガラス茶

　■ガラス他

　■リターナブルびん

金属缶類合計

　■スチール缶

　■アルミ缶

その他金属類

■ＰＥＴボトル

■その他プラ容器

■その他紙容器

プラスチック類

■紙パック

古紙類合計

　■ダンボール

　古紙

　古布（古繊維）

生ごみ

有害物質

溶融スラグ

その他

資源物全合計

3.7 資源化費用合計の算出（自動計算されます。売却益は差し引いていません）

3.8 最終処分費用の記入（一部事務組合で実施の場合、末尾のサブシート記入もご協力願います）

（参考）

2[
3[
4[
5[

■容リ法対象物合計

円
円 円
円

円
円

円

中間処理費合計 [N]

円 円

円

円

1[

円

円
円 円

円
円

処理体制
直接費（委託費や負

担費を含む）
[Cw2],[Cr2]

焼却施設

減価償却費
[Gw2],[Gr2]

不燃・粗大ごみ処理施設

間接費（下から計算方法を選
択） [Kw2],[Kr2]

円

合　　計

[Aw2],[Ar2]

円 円

円 円 円 円

間接費（下から計算方法を選択）[Kw3]

自治体
負担比
率(%)[t3i]

容リ法
再商品
化方法

トンあたり
単価(円/t)

[ t2i ]

逆有償▲売
却益(円)

[Ar3]

円

(¥0)

(¥0)

円 円 円
合　計 [Ar]直接費 [Cr] 減価償却費 [Gr] 間接費 [Kr]

費用合計(円) [Ar]
(カッコ内の容リ法市町

村負担分を含む）

収集運搬費用
(円) [Ar1]

中間処理
費用(円)

[Ar2]

(選択） 0.0%

(選択） 0.0%

(選択） 0.0%

(¥0)

(¥0)

独自 100%

独自 100%

独自 100%

(選択） 0.0%

(¥0) (選択） 0.0%

(選択） 0.0%

独自 100%

独自 100%

0.0%

円 円 円
残余年数

年円
直接費 [Cw3] 減価償却費 [Gw3] 合　計 [Aw3]

円

直接入力 間接費比率

直接入力

間接費比率を使う
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4.　その他の情報

4.1　ごみ有料化の状況
ごみ種類 区分 年間収入（円）

（ ）㍑袋 円・（ ）㍑袋 円・（ ）㍑袋 円

（ ）㍑袋 円・（ ）㍑袋 円・（ ）㍑袋 円

例）学習机 円、椅子 円

（ ）㍑袋 円・（ ）㍑袋 円・（ ）㍑袋 円

その他1（ )
選択して
下さい

その他2（ )
選択して
下さい

4.2　集団回収の実施状況
(1)集団回収の実施状況を下表にご記入下さい。

助成金額の合計

¥25,000,000

(2)参考：集団回収を含めた資源化の単価

(3)「その他公共関与による資源化」について
※1.1(5)の「その他の公共関与による資源化」（ワークシートNo.2）の内容について具体的にご記入ください。

※3.2（ワークシートNo.6）の資源化単価と上記の集団回収費用を合わせた資源化単価を自動計算します。

資源化量・集団回収量 （t）

資源化・集団回収費用 （円）

単価（円／ｔ）

 

集団回収
※上記(1)から

  

自治体資源化事
業（集団回収を除く）
※3.2の計算結果から

合　計

合　計

円／㎏

（単位）

例）古紙・古布 5,000 回収量に応じ補助金交付 5 円／㎏

回収品目 集団回収量（ｔ） 助成の方法 単価

合　　　計

事業系一廃

資源回収

可燃ごみ 選択して
下さい
選択して
下さい
選択して
下さい粗大ごみ

不燃ごみ

選択して
下さい
選択して
下さい

収集態様と金額（円）

例）市民の生ごみ堆肥化処理、役所など公共施設での資源化、公園剪定枝の資源化、事業系の資源化など
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4.3　その他自由記入など

(1)ごみ処理･リサイクル『政策』に関する考え方について
　※貴自治体で進めておられる政策の考え方、国等に対する要望等、ご記入下さい。

(2)ごみの「有料化」について

(3)住民との情報共有に関する現状、課題、ご意見
　※①②の該当する箇所にチェックし、③にコメントください。

　①ごみやリサイクルのコスト情報の公開状況

　②公開の方法

　③住民との情報共有に関する課題、ご意見等ございましたらご記入ください。

(4)廃棄物会計の標準化と、費用の透明化・効率化について

※国では可燃ごみや不燃ごみの有料化を推進するための指針を検討しています。また、一部には、容器包装廃棄物につ
いても有料化すべしとの意見があります。これらに関する現在の検討状況、今後のご予定等ありましたらご記入ください。

※国では、今年度より、廃棄物会計の標準化に向けて検討を始めました。 また、容リ法の改正論議をめぐっては、市町村
費用の実態が不明なので、 標準化された方式で計算された容器包装廃棄物のコストを公開すること への要求が高まって
います。これらに対するご意見、ご要望等ありましたらご記入ください。

以下より選択してください。

合計費用のみ公開している 収集・処理・処分費等の部門別に公開している

部門別・品目別に公開している 公開していない 無回答

以下より選択してください。（複数可）

清掃事業概要 予算書 決算書 情報公開条例 広報誌

啓発チラシ 出前講座 ホームページ その他


